












　多賀城市の地形は、中央部を北西から南東方向に貫流する砂押川を境に、東側の丘陵部と西側の沖積地に二分さ

れる。丘陵部は、松島・塩釜方面から延びる標高40～ 70ｍの低丘陵であり、南西に向かって枝状に派生している。

沖積地と接する付近では、谷状の地形を形成しており、緩やかではあるが起伏に富んだ様相をみせる。沖積地は、

仙台平野の北東部に相当する。仙台市岩切方面から東に向かう県道泉・塩釜線沿いには、標高５～６ｍの微高地が

延びており、その北側には低湿地が広がっている。一方、南側には大小の微高地や低湿地、旧河道などがあり、海

岸に近い場所では浜堤列も確認できる。

　市内には、40を超える遺跡が所在している。西側の沖積地から丘陵部の西端にかけては、新田・山王・市川橋・

高崎・西沢遺跡など市内でも有数の規模をもつ遺跡が隣接して分布している。これらの遺跡で発見された遺構や遺

物には、陸奥国府が置かれた多賀城と密接に関わるものが多く認められ、この時期に限ってみれば一連の遺跡群と

捉えることができる。一方、南東部には海岸線沿いの浜堤上に八幡沖遺跡、浜堤から丘陵にかけては大代貝塚や大

代横穴墓群、柏木遺跡などが所在している。

　新田遺跡は、標高５～６ｍの微高地に立地し、その範囲は東西約0.8㎞、南北約1.6㎞である。縄文時代から中世

にかけての遺跡として知られているが、特に中世では大小の溝で区画されて屋敷跡が多数発見されている。このう

ち、寿福寺地区では12世紀後半から16世紀にかけて連続して屋敷群が形成されていたことが明らかとなり、出土

遺物から上級武士の屋敷と考えられている。

　市川橋遺跡は、標高２～３ｍの沖積地に立地し、その範囲は東西約1.4㎞、南北約1.6㎞である。多賀城跡南面の

広い範囲を占めており、後述する山王遺跡と同様に古代の方格地割に基づくまち並みが形成されている。

　山王遺跡は、標高３～４ｍの微高地に立地し、その範囲は東西約２㎞、南北約１㎞である。これまで弥生時代中

期頃の水田跡や古墳時代中期～後期の集落跡、古代の方格地割、中世の屋敷跡などが発見されている。このうち、

古代の方格地割は南北大路と東西大路の二つの幹線道路を基準とし、東西・南北の直線道路によっておよそ１町四

方の区画を造成したものである。これによって形成されたまち並みからは、上級役人の邸宅や中・下級役人の住ま

いである建物跡や井戸跡などが多数発見されている。

　高崎遺跡は、低丘陵の西端部に立地し、その範囲は東西約1.3㎞、南北約１㎞である。これまで、古墳時代から

近世までの遺構・遺物が発見されている。古代では、多賀城廃寺跡の西側で約60軒の竪穴住居跡や掘立柱建物跡、

井戸跡などが発見されている。また、井戸尻地区では大量の灯明皿が一括廃棄された状況で発見され、周辺で万灯

会のような仏教儀式が執り行われていたと考えられている。

　八幡館跡は、標高６～ 13ｍの低丘陵に位置し、その範囲は東西約300ｍ、南北約250ｍである。これまでの調

査では、奈良・平安時代の竪穴住居跡、中世城館に伴う空堀や溝跡等を発見している。

　大日北遺跡は、標高３ｍ前後の微高地に位置し、その範囲は東西約200ｍ、南北約300ｍである。第１次調査では、

近世墓を70基発見したほか、加瀬用排水路３号整備事業に伴い遺跡の北東側を調査したところ、古代の小溝群の

ほか９世紀代の土器埋設遺構を発見している。

　志引遺跡は、標高20ｍほどの低丘陵の西端部に立地し、その範囲は東西、南北とも約100ｍである。古代の遺

物が散布するほか、土壇状の高まりに三重塔を線刻した板碑が建てられている。





























































































































































　本件は、山王字北寿福寺地内における個人住宅建設

に伴う本発掘調査である。平成 29 年 11 月 21 日に、

地権者より当該地での個人住宅建築計画と埋蔵文化財

のかかわりについての協議書が提出された。計画では、

住宅部の基礎工事として直径 20㎝の柱状改良杭を深さ

7.5 ｍまで打ち込むことから、遺跡への影響が懸念さ

れた。このため、地権者と遺跡保存のための協議を行っ

たが、建物を支えるための地耐力が十分に得られない

との理由から、当初計画の基礎工法で施工することと

なった。12月７日、地権者より調査に関する依頼書及

び承諾書の提出を受け、12月 11 日より現地調査を開

始した。まず重機で掘削を開始し、12日より作業員に

よる遺構の発見作業に着手した。その結果、時期不明

の溝跡５条と、近世以降の溝跡１条を発見した。図面

作成・写真撮影を行った後、12月 18 日重機による埋

め戻しをもって、現地調査の一切を終了した。

今回の調査で確認した層序は以下のとおりである。

Ⅰ　層 ：現代の盛土層で、厚さは 50cmである。

Ⅱ　層 ：オリーブ黄色土であり、厚さは 50cmである。

近世の遺構検出面である。

Ⅲ　層 : 黒褐色粘土であり、厚さは 15ｃｍである。

Ⅳ 1層 : 灰オリーブ色土であり、厚さは 30cmである。

Ⅳ 2層 ：にぶい黄橙色細砂である。

【位置・形態】調査区南部で確認した溝跡である。

【重複】他の遺構との重複はない。

【方向・規模】幅は 66cm、検出面からの深さは 24cmである。西で北に 10度偏している。

【埋土】埋土は黄灰色土であり、斑状の黄褐色土を微量に含む。

【遺物】出土していない。

【位置・形態】調査区中央部南寄りで確認した溝跡である。

【重複】ＳＤ 2457 と重複しており、これより古い。

【方向・規模】最大幅約 1.6 ｍであり、検出面からの深さは約 45cmである。西で北に約 10度偏している。

【埋土】埋土は２層に分けられる。１層は黄灰色土であり、締まりが弱く、酸化鉄を含む。２層は灰色粘土である。

斑状の黄褐色土を少量含む。



【遺物】近世の染付磁器（手塩皿か）が１点出土している。

【位置・形態】調査区中央やや北寄りで確認した溝跡である。

【重複】ＳＤ 2456 と重複しており、これより新しい。

【方向・規模】最大幅約 1.3 ｍであり、検出面からの深さは約 45cmである。西で北に約８度偏している。

【埋土】埋土は３層に分けられる。１層は黄灰色土であり、締まりが弱く、微量の酸化鉄を含む。

【遺物】出土していない。

【位置・形態】調査区北部で確認した溝跡である。

【重複】ＳＤ 2459 と重複しており、これより古い。

【方向・規模】最大幅約 45cmであり、検出面からの深さは約 10cmである。西で北に約 11度偏している。

【埋土】埋土は黄灰色土であり、斑状の黄褐色土を微量含む。

【遺物】出土していない。

【位置・形態】調査区北部で確認した溝跡である。

【重複】ＳＤ 2458 と重複しており、これより新しい。

【方向・規模】最大幅 54ｃｍであり、検出面からの深さは約６cmである。西で南に約８度偏している。

【埋土】埋土は黄灰色土であり、斑状の黄褐色土を微量に含む。

【遺物】出土していない。

【位置・形態】調査区北端で確認した溝跡である。

【重複】他の遺構との重複はない。

【方向・規模】最大幅約 50㎝であり、検出面からの深さは約８㎝である。西で南に約５度偏している。

【埋土】埋土は灰色土であり、斑状の黄褐色土を少量含む。

【遺物】出土していない。

　今回の調査では、Ⅱ層上面で時期不明の溝跡５条、近世以降の溝跡１条を確認した。







　本件は、新田字後地内における個人住宅新築工事に伴う本

発掘調査である。平成 28年 12月 28日に、地権者より新田

遺跡の北東部に位置する当該地での個人住宅新築計画と埋蔵

文化財のかかわりについての協議書が提出された。計画では、

住宅新築の基礎として住宅部の基礎工事として直径60ｃｍ、

長さ 4.5 ｍのパイルを 28本打ち込むことから、遺跡への影

響が懸念された。このため、基礎工法の変更を協議したが、

そのほかの工法では建物を支えるための地耐力が十分に得ら

れないとの理由により、当初計画の基礎工法で施工するとの

結論に至った。平成 29 年２月 24 日に地権者より調査に関

する依頼書及び承諾書の提出を受け、２月 28日より現地調

査に着手した。

　重機での表土掘削終了後、３月１日より遺構の発見作業に

入った。その結果、表土より 90㎝の深さにおけるⅡ層上面

で、調査区を東西に縦断するＳＤ 2172 を確認した。３月６

日に測量基準点の設置を行い、翌７日から遺構の精査と並行

して図面作成を行った。その後Ⅱ層の除去を行い、Ⅲ層上面

でＳＸ 2175、ＳＤ 2173 を確認した。また、下層のⅣ層で

本調査区で最も古い時期にあたるＳＤ 2175 を確認した。３月

８日に調査区全景の写真撮影と補足調査及び現場の撤収作業を

行い、10日には重機による埋め戻しを完了し、現地調査の一切

を終了した。

（第２図）

今回の調査で確認した層序は以下のとおりである。

Ⅰ１層 ：現代の盛土層で、厚さは 60㎝である。

Ⅰ２層 : 灰色土の旧表土で、厚さは 30㎝である。

Ⅱ　層： 灰色細砂土で、厚さ 20㎝である。均質できめ細かく、

しまりがある。中世の無釉陶器が出土した。この上面

で中世の遺構検出面となっている。

Ⅲ　層： 全体が均質なオリーブ黄色砂質土である。厚さは 1.2

ｍある。この上面で中世の遺構検出面となっている。

Ⅳ　層：黒色の粘土層で、厚さ 20㎝以上である。

　今回の調査では、Ⅱ層上面およびⅢ層上面で東西方向に延びる溝を発見した。

（第３・４・５図）

【位置・形態】調査区北側で確認した東西方向の溝跡である。南半分を確認した。

【重複】ＳＸ 2175 と重複しており、これより古い。





【方向・規模】調査区北部を東西方向に延びる溝跡で、２時期の変遷（Ａ→Ｂ期）がある。溝の東側で、北東に向かっ

て緩やかに曲がる。溝の北辺はトレンチ外にあり、全容は不明である。確認できる部分での規模は東西で 3.7 ｍ以

上、上端はＡ期が約 70㎝以上、Ｂ期は 1.7 ｍ以上である。深さは、溝全体を覆うＳＸ 2175 の上面からＡ期が１ｍ、

Ｂ期が 70㎝である。Ａ期の壁は最深部から緩やかに立ち上がり、残存する南辺付近では約 45度の角度で立ち上

がる。また、溝の東側底面には激しい起伏がある。Ｂ期の壁はなだらかな傾斜となっている

【埋土】Ａ・Ｂ期ともに褐灰色の粗砂で、底面には褐灰色粘土が堆積する。

【遺物】Ａ期からは出土していない。Ｂ期から中世の無釉陶器と青磁碗の破片が出土している。

（第３・４・５図）

【位置・形態】調査区北側で確認した流路状の遺構である。南半分を発見した。

【重複】ＳＤ 2174・ＳＤ 2173 と重複し、ＳＤ 2174 より新しく、ＳＤ 2173 より古い。

【方向・規模】調査区北半を東西に延びる。北辺はトレンチ外にあり、全容は不明である。規模は幅 4ｍ以上、最

深部で 40㎝である。東で北に約３度偏している。

【埋土】灰色砂質土である。

【遺物】中世の無釉陶器が出土している。

（第３・４・５図）

【位置・形態】調査区北側で発見した東西方向の溝跡である。

【重複】ＳＸ 2175 と重複し、これよりも新しい。

【方向・規模】方向は東で北に３度偏している。規模は長さ 4.1 ｍ以上、上幅は 1.4 ｍ、深さは 35㎝である。

【埋土】灰色粘質土である。





【遺物】中世の青磁碗の破片が出土している。

（第４・６図）

【位置・形態】調査区南側で発見した東西方向の溝跡である。

【重複】重複している遺構は無い。

【方向・規模】調査区南部をおおよそ東西にのびている。埋土及び壁の立ち上がりの状況から、３時期の変遷（Ａ

→Ｃ期）を確認した。方向はＣ期の上端部で測ると、東で北に５度偏している。規模は長さ４ｍ以上、上幅が 2.3

ｍ～ 2.6 ｍで、深さは 75㎝である。Ａ期およびＢ期についてはトレンチ断面での観察に限られるが、長さはＡ・

Ｂ期で 1.6 ｍ以上、残存する幅でＡ期が 1.2 ｍ以上、Ｂ期で 70㎝以上である。

【埋土】Ａ期は褐灰色粘土と砂の互層で、炭化物を含んでいる。Ｂ期は粗砂である。Ｃ期は２層に細分され、上層

が灰色細砂、下層は褐灰色粘質土からなる自然堆積層で、底部には炭化物や木材片が認められる。

【遺物】Ａ・Ｂ期からは出土していない。Ｃ期下層より中世の無釉陶器が出土している。

　今回の調査は調査面積に制約があることから、深い遺構については部分的な掘削にとどまった。遺物の出土量が

少ないことから、近隣で実施された第 69 次調査（平成 23 年度実施）および第 105 次調査（平成 27 年度実施）

の成果と比較しながら、遺構の年代について述べる。

　まず本調査地の西側に近接する第 69 次調査では、14 世紀後半頃に堆積したとされている暗灰黄色土（Ⅳ層）

及びにぶい黄褐色土（Ⅲ層）に覆われる東西方向のＳＤ 1993・1994（Ａ・Ｂ）の溝跡を発見している。調査区

の制限上、これらの全容は明らかではないが、上幅はＳＤ 1993 が 1.6 ｍ以上、ＳＤ 1994 Ｂが 2.5 ｍ以上と大規

模なものであり、ともに調査区外にのびている。それら遺構の年代については、Ⅲ・Ⅳ層との関係及び出土した無

釉陶器の年代より、12～ 14世紀頃のものと推測している 。

　また本調査区の南西近接地で実施された第 105 次調査では , にぶい黄褐色粘質土（Ⅲ層）に覆われる灰黄褐色粘

質土（Ⅳ層）上面で、ＳＤ 2115（Ａ～Ｃ）及びＳＤ 1993（Ａ）・1994（Ａ・Ｂ）溝跡を発見している。確認調

査のため埋土の掘削は行っていないが、遺構および埋土の検討より第 69次調査で確認されたＳＤ 1993・1994（Ａ・

Ｂ）との共通性が見られることから、一連の溝跡である可能性を指摘している。

　本調査では調査区北側のⅢ層上面でＳＤ 2174（Ａ～Ｂ）溝跡、南側のⅡ層上面でＳＤ 2172（Ａ～Ｃ）溝跡を

確認している。特にⅡ層上面で発見したＳＤ 2172（Ａ～Ｃ）は、第 105 次調査で発見したＳＤ 1993・1994（Ａ・

Ｂ）溝跡の推定線上に位置し、また３時期の変遷がある点も共通することから、一連の溝跡の可能性が高いと考え

られる。

　次に基本層位の堆積状況および土質を比較すると、本調査のⅢ層（基盤層）は第 69次調査のⅤ～Ⅷ層（基盤層）、

第 105 次調査のⅣ層に対応し、同様に本調査のⅡ層については第 69次調査のⅢ層・Ⅳ層に対応するものと考え

られる。遺構検出面がいずれの調査でも基盤層上面もしくは、基盤層の直上の層位である点が共通する。第 69次

調査におけるⅢ・Ⅳ層は層序関係と無釉陶器の年代より、12～ 14 世紀頃のものと推測されることから、本調査

で確認した遺構についても、これらの年代が与えられるものと考えられる。







　本件は、新田字堀西地内における個人住宅新築

に伴う埋蔵文化財発掘調査である。平成 29年４

月 28日に地権者から当該区における個人住宅新

築計画と埋蔵文化財のかかわりについての協議

書が提出された。計画では、住宅の基礎工事の際

に現況より 20cmの盛土を行った後、直径 14㎝、

深さ７mのパイルを 22本打ち込むパイル工法を

採用する内容であったことから、埋蔵文化財への

影響が懸念された。このため工法変更により遺構

の保存が図れないか協議を行ったが、それ以外の

工法では建物を支えるための地耐力が十分に得

られないとの理由から、提出された計画の基礎工

法で施工することとなった。その後、５月 30日

に地権者から調査に関する依頼書と承諾書の提

出を受けて、発掘調査の実施に至ったものであ

る。

　調査は平成 29 年６月 27 日から着手した。調

査区東側に１区、西側に２区の２つのトレンチを

設定し、遺構が発見された場合など必要に応じて各トレンチを拡

張する方法をとった。

　はじめに１区の調査に着手した。重機を使用して表土を除去し

たところ、表土である現代の盛土層及び耕作土は現地表面から約

80㎝の深さまで及んでおり、その下層でⅡ層（暗青灰色粘質土層）

を確認した。その後、さらに現地表から 1.8 ｍの深さまで掘削を

行ったが、Ⅱ層が厚く堆積する状況であり、遺構や遺物を発見す

ることはできなかった。写真撮影及び調査位置の記録を行った後、

重機を使用して調査区を埋め戻し、１区の調査を終了した。続い

て２区の調査に着手したが、ほぼ１区と同様の堆積状況が確認さ

れ、遺構や遺物も発見されなかった。写真撮影及び調

査位置の記録を行ったのち、重機を使用して調査区を

埋め戻し、同日中に現地調査の一切を終了した。

隣地境界線

1 区2区

















　本件は、市川字伏石地内における宅地造成工事に

伴う試掘・確認調査である。平成 29 年２月７日、

開発事業者より当該区における宅地造成工事計画と

埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出され

た。計画では、２ｍ前後の盛土を行ったのち、幅５

～６ｍの道路及び防災用調整池を構築する。

　本地区では、昭和 56・57年度に第１・２次調査を、

平成４年度に第 10 次調査を実施しており、各調査

区で奈良・平安時代の遺構を確認し、特に多賀城南

面に施工された道路網のうち西７道路跡及び北２道

路跡を発見していることから、埋蔵文化財への影響

が懸念された。

　このため、本発掘調査にかかる費用及び期間を積

算するための確認調査を実施することで協議を進め、

平成 29年９月 20日に発掘調査の依頼書と承諾書の

提出を受け、10月２日より現地発掘調査を開始した。

　まず、西３道路及び北２道路と開発範囲における遺構分布を確認する目的から、事業地内に幅約２ｍのトレンチ

を７箇所（Ｔ１～Ｔ７）を設定し、南側から掘削を開始した（第２図）。

　Ｔ１では竪穴住居跡及び灰白色火山灰を多量に含む土壙、Ｔ２で小溝群、Ｔ３で掘立柱建物跡及び西３道路西側

溝・北２道路北側溝の可能性がある溝跡、Ｔ４で蛇行する水路状の溝跡、Ｔ５で土壙・溝跡、Ｔ６で溝跡、Ｔ７で

複数の竪穴住居跡を確認する等、各トレンチで遺構密度が極めて高い状況が確認された。このため、平面の精査及

び一部深掘りによる下層の状況確認を行ったのち、平面図の作成を行った。

　11月 21日、調査区の埋め戻しを行い、現地調査の一切を終了した。

　各トレンチでいずれも現地表面から 30～ 50cm程度掘り下げた黄褐色土層の上面で確認した。以下、主な遺構

を記載する。

（第３図）

【位置・形態】調査区北半部で発見した。南西隅のみの発見であり、全体の形状は不明である。

【重複】南端で土壙と重複しており、これより新しい。

【方向・規模】南辺でみると東で北に 23度偏している。全体の規模は不明である。

【位置・形態】調査区中央部で発見した。南西隅のみの発見であり、全体の形状は不明である。

【重複】類似する竪穴状遺構と重複しており、複数回の建替えが行われた可能性がある。

【方向・規模】南辺で東で南に約９度偏する。全体の規模は不明である。

【位置・形態】調査区北端で発見した土壙である。検出面で確認した土層は人為埋土と見られ、平面形状は整円形







である。井戸跡の可能性がある。

【埋土】埋土は褐灰色土であり、ブロック状の灰白色火山灰を多量に含む。

【重複】土壙２基と重複しており、これより新しい。

【規模】発見した最大長は 2.5 ｍである。

（第４図）

【位置・形態】調査区北半で確認した小溝群である。

【重複】東西方向と南北方向の小溝がそれぞれ複数回構築されている。

【埋土】埋土は灰黄褐色土である。

【位置・形態】調査区中央やや南寄りの壁際で確認した溝跡である。

【重複】溝跡と重複しており、これより新しい。

【方向・規模】方向は北で約９度東に偏している。規模は幅 1.6 ｍ以上である。

【埋土】平面で２層確認できる。第１層は黒色粘質土であり、第２層は褐灰色土である。



【重複】溝跡より古く、SB3568 より新しい。

【方向・規模】西側柱筋で測ると、北で東に 10度偏する。

【掘方・柱痕跡】方形と楕円形の掘方が存在する。掘方規模は 0.7 ～ 1.07 ｍである。６基の柱穴で柱痕跡を確認し

ている。

【埋土】Ｐ６で見ると掘方埋土は２層に分けられる。上層は褐灰色土であり、直径３～５cm程度の黄褐色土粒を

微量含む。下層は灰黄褐色土であり、直径８mm～１cm程度の黄褐色土粒を多量に含む。柱痕跡は黒褐色粘質土

である。

【位置・形態】調査区中央部で発見した。南北３間以上東西２間の南北棟である。

【重複】SB3567 及び溝跡と重複しており、これらより古い。

【方向・規模】西側柱筋で測ると、北で東に 11度偏する。





【掘方・柱痕跡】方形と楕円形の掘方が存在する。掘方直径は 60cm～ 82cmである。５基の柱穴で柱痕跡を確認

している。SB3567 と重複する柱穴では抜取り穴が認められる。

【埋土】Ｐ８で見ると掘方埋土は３層に分けられる。１層は灰黄褐色土であり、直径３～４mm程度の黄褐色土粒

を微量含む。２層は黄褐色土であり、直径８mm～１cm程度の褐灰色土を微量含む。３層は黄色粘質土であり、

直径１cm程度の暗灰黄土粒を少量含む。抜取り穴はにぶい黄褐色土であり、直径３～５mm程度の黄褐色土粒を

微量含む。

【位置・形態】調査区中央やや南寄りで発見した。全体の規模は不明であるが、掘立柱建物南西隅部と見られる。

掘方直径は最大 1.1 ｍである。３基の柱穴で柱痕跡を確認している。

【重複】ピットや溝跡と重複しており、これらより古い。

【方向・規模】西側柱筋で測ると北で東に８度偏する。

【掘方・柱痕跡】３基の柱穴で柱痕跡を確認している。掘方直径は最大 110cmである。

【位置・形態】調査区北端で発見した大溝跡である。西３道路東側溝の可能性が高い。

【重複】最上層の埋土が SB3567 を覆っている。

【方向・規模】平面で 4.8 ｍを発見している。北で東に 25度偏する。

【埋土】褐灰色土である。

【位置・形態】調査区南端で発見した大溝跡である。北２道路北側溝の可能性が高い。

【重複】土壙と重複しており、これより古い。

【方向・規模】東で約８度南に偏する。

【埋土】褐灰色土である。

【位置・形態】調査区北西から南東に延びる溝跡である。調査区北西から南東にかけて大きく湾曲する。

【重複】他の遺構との重複は無い。

【方向・規模】最大幅約４ｍを確認している。

【埋土】平面で２層を確認している。１層は黒色粘質土であり、２層はにぶい黄褐色粘質土である。

【位置・形態】調査区南東隅で発見した。南に落ちる溝跡である。

【重複】他の遺構との重複は無い。

【埋土】黒褐色土である。

【位置・形態】調査区南半部で発見した、南北に延びる溝跡である。

【重複】他の遺構との重複は無い。

【方向・規模】幅約 68cmであり、ほぼ真北方向に延びる。



【位置・形態】調査区北端付近で発見した溝跡である。

【重複】他の遺構との重複は無い。

【方向・規模】幅約 68cmであり、北で東に 32度偏する。

【埋土】黒褐色土である。

【位置・形態】調査区中央やや南寄りで発見した。平面形態は楕円形である。

【重複】他の遺構との重複は無い。

【規模】平面での最大径は 1.17 ｍである。

【埋土】褐灰色土である。

【位置・形態】調査区中央部で発見した。住居北西半と見られる。

【重複】溝跡、土壙等と重複しており、これより古い。

【埋土】褐灰色土である。

【位置・形態】調査区南西部で発見した。住居南東隅と見られる。

【重複】溝跡、土壙等と重複しており、これより古い。

【埋土】褐灰色土である。

【位置・形態】調査区東半部で発見した溝跡である。

【重複】他の遺構との重複は無い。

【方向・規模】東で南に約 10度偏する。

【埋土】平面で２層確認した。１層は黒褐色粘質土であり、２層は褐灰色土である。

各トレンチで極めて遺構密度が高い状況を確認した。遺構の種別は竪穴住居跡、掘立柱建物跡、道路側溝跡、小

溝群などである。出土遺物には一部 18世紀以降の陶器が含まれるものの、大半が古代のものであり、奈良・平安

時代の遺構が中心と見られる。Ｔ３で発見した SB3567 は、掘方埋土に灰白色火山灰を含んでおり、10世紀前葉

以降のものと考えられる。

　奈良時代の土器が一定量含まれる一方、灰白色火山灰を含む建物跡が確認されており、奈良時代から平安時代前

半を通して継続的な土地利用がなされた可能性が考えられる。特筆すべきな遺物として、緑釉・灰釉陶器や円面硯・

風字硯が出土している。これらの遺物は全て表土及び堆積層から出土しているため、詳細は本調査を期したいが、

古代多賀城と密接に関わる施設が存在した可能性が高い。





















　本件は、八幡二丁目地内における宅地造成に伴う確認調

査である。計画では、1,979㎡の敷地に東側一部では現地表

から８㎝の切土を行うこと、また造成地内に幅 5.5 ｍ、長さ

約 58ｍの道路を敷設し、その道路の地下に幅 0.8 ～ 2.0 ｍ、

深さ 1.2 ～ 1.6 ｍの掘削を伴う給排水雨水管が埋設する内容

であったことから、埋蔵文化財への影響が懸念された。計画

地は八幡館遺跡の範囲にあたり、開発面積が広く、道路用地

が含まれることから、宮城県教育委員会の指示に基づき確認

調査を実施することとなった。平成 29年６月７日に開発業

者より調査に関する依頼書及び承諾書の提出を受け、６月

13日に現地調査を開始した。

　７月６日、道路の計画範囲を中心に８か所の調査区を設定

し、重機による掘削を行った。その結果、最も西側の調査区

①と③で谷状の地形に落ち込む状況を確認したほかは、全て

の調査区において現代の切土工事によって地形が大きく改変

されている様子がうかがえ、遺構や遺物を発見することはで

きなかった。そのため、写真撮影や測量など記録作業

の終了後に埋戻しに着手し、翌日の７月７日の埋戻し

完了をもって現地発掘調査の一切を終了した。



　本件は、高崎一丁目地内における太陽光発電設備工事に伴

う確認調査である。計画では、当該地で厚さ 30㎝の覆土整

備を行い、その上に 10 ～ 60㎝の盛土を施して太陽光発電

設備を設置するものである。計画地が高崎遺跡の範囲に含ま

れることから、遺跡への影響が懸念された。そのため、遺跡

保存のための協議を行ったが、当初計画での施工との結論に

至ったため、確認調査を実施することとなった。平成 29 年

７月４日に地権者より調査に関する依頼書及び承諾書の提出

を受け、７月６日に現地調査を開始した。

　７月６日、計画地の南西角にＬ字状のトレンチを設定して

精査を行った。調査区周辺の現況は、既に部分的に基盤層で

ある地山が露出しており、トレンチ設定区画でも 10㎝の深

さで地山層を発見した。しかし、地山層の上面には重機によ

る削平の痕跡があり、遺構を発見することはできなかった。

そのため、記録作業の終了後に埋戻しを行い、着手日の当日

をもって調査の一切を終了した。



　本件は、多賀城市留ヶ谷一丁目地内の個人住宅新築に伴う本

発掘調査である。平成 29 年８月 24 日に地権者から当該地に

おける個人住宅新築と埋蔵文化財との関わりについての協議書

が提出された。計画では、住宅部の基礎工事として長さ 2.0 ｍ、

直径 50㎝の杭状改良を 32本打ち込む内容であった。当該区周

辺では、これまでも開発行為に伴う調査によって遺構が発見さ

れていることから、埋蔵文化財への影響が懸念された。その後

平成 29 年９月 29 日、地権者より発掘調査の依頼書及び承諾

書の提出を受けて、10月 11日に開始した。重機によって建物

基礎部分の北側を１区、南側を２区として表土を除去した。そ

の結果、現地表面から１区では約 1.9 ｍ、２区では約 1.8 ｍま

で掘り下げたが、遺構は発見されなかった。その後、写真撮影

及び調査区の平面図を作成した。同日、調査区の埋め戻しを行い全ての現地

発掘調査を終了した。

　遺構は発見されなかったが、現代の盛土の中から煉瓦が出土した。煉瓦は

２種類あり、ＮＫＫ及びＳＫ３５と刻印された耐火煉瓦とみられる浅黄褐色

を呈するものと、刻印が確認できず表面が縮緬状で明赤褐色を呈するものと

２種類ある。前者の大きさは長さ 22.3㎝、幅 10.9㎝、厚さ 5.8㎝である。後

者は欠損しているため長さが不明であるが、幅 9.9㎝、厚さ 5.6㎝である。

　この煉瓦について考えるうえで参考になるのが、当該地から約 130 ｍ離れ

た東側にある第 89・90 次調査で発見した、多賀城海軍工廠に関連すると見

られるＳＸ 1735 地下施設の存在である。このうち前者の煉瓦は、第 89・90

次調査では確認されておらず、また耐火煉瓦とみられることを

あわせて考えると、ＳＸ 1735 より新しい煉瓦の可能性が高い。

一方、後者の煉瓦はＳＸ 1735 の構築材として使用されたもの

と法量と色調及び表面が縮緬状であることが共通している。こ

のことから、詳細は不明であるが、当該地区にもＳＸ 1735 と

同じ頃の施設が存在した可能性が指摘できよう（註）。

遺構は発見されなかったが，盛土中からレンガが出土した。

 煉瓦は、多賀城海軍工廠に関連すると見られる地下施設

の構築材として使用されたものと法量・色調や質感が類似して

いる。当該区はすでに失われているものの、多賀城海軍工廠と

関連のある施設が存在していた可能性が指摘できる。

（註） 工事担当する業者からの話によると、今回の個人住宅建築に先立ち、既設の住宅の取り壊しを行ったところ

地中に煉瓦でできた建物基礎とみられるものがあったが、住宅撤去の際に破砕し撤去したとのことであった。



  本件は、多賀城市高崎一丁目地内の保育所新築

工事に伴う確認調査である。平成 29年 10月３日

地権者より、当該地における保育所新築計画と埋

蔵文化財とのかかわりについての協議書が提出さ

れた。計画では、998．57㎡の敷地に現地表面か

ら最大 1.0 ｍの切土と最大 0.71 ｍの盛土工事を

施工し、深さ 0.5 ～ 0.8 ｍまで基礎工事を行うも

のであった。当該区周辺では、東側隣接地で平成

26 年度に第 100 次調査を行っており、現地表か

ら約 1.2 ｍの深さで古代の竪穴住居跡と中世以降

の井戸跡等を発見している。今回の工事計画内容

では掘削深度が遺構検出面まで達しないとみられ

たが、面積が広大であったことから、遺跡の状況

を確認するための確認調査を行うこととなった。

10月 20 日地権者より発掘調査の依頼書及び承諾

書の提出を受けて、30日から発掘調査を実施する

ことになった。

  はじめに重機を使って対象地内の

掘削を行ったところ、溝跡・土壙を

発見した。ただし現代の削平により、

遺構の残存状況は良好ではなかっ

た。遺構の発見作業を行った後、深

さ等を調べるため遺構の一部を掘り

下げた。11月２日に測量を行って基

準点を移動し、平面図を作成した。

同日、発見した各遺構の土層注記を

行うとともに、発掘器材を撤収して

た。６日には調査区の埋め戻しを

行って、現地発掘調査を完了した。

　

Ⅰ層：現代の盛土である。

Ⅱ層：黄褐色土（地山）が遺構検出面となっている。

（第２図）

　調査の結果、溝跡や土壙および柱穴を発見した。遺構から遺物は出土していない。

【位置】調査区東半部で発見した東西方向の溝跡である。

【方向・規模】方向は東で北に約 19度偏している。溝の両端は現代の攪乱によって壊されている。規模は長さは



約 80㎝、上幅 20～ 43㎝である。

【埋土】オリーブ褐色の粘土である。

【位置・形態】調査区のほぼ中央で発見した。平面形は不整形である。

【重複】ＳＫ 1813 と重複し、これより新しい。

【規模】規模は長辺 1.1 ｍ、短辺 70㎝である。

【埋土】黄褐色土である。

【位置・形態】調査区のほぼ中央で発見した。遺構の南側は調査区外にのびている。

【重複】ＳＫ 1812 と重複し、これより古い。

【規模】規模は南北 67㎝以上、東西 65ｍである。

【埋土】黄褐色粘土である。

【位置・形態】調査区東半部で発見した。調査区外にのびているが、平面形は楕円形と見られる。

【規模】長辺 70㎝、短辺 50㎝以上である

【埋土】オリーブ褐色土である。

【位置・形態】調査区東半部で発見した。平面形は南側が調査区外に延びているが、平面形は方形と見られる。

【規模】長辺 80㎝、短辺 40㎝以上である。

【埋土】オリーブ褐色の粘質土である。

　調査区の中央部から西半部にかけて６基（Ｐ１～６）の柱穴を発見し、内１個（Ｐ１）に柱痕跡を確認した。建

物跡として機能するものは確認できなかった。平面形は方形・円形・楕円形と一様ではない。規模は長辺 0.19 ｍ

～ 0.45 ｍ、短辺 0.17 ｍ～ 0.38 ｍ、Ｐ１で確認した柱痕跡は径 0.2 ｍの円形である。埋土は褐色粘土、黄褐色土

である。柱痕跡は褐色土である。



今回の調査では、溝跡１条、土壙４基、柱穴６基発見した。

発見された遺構の年代については、出土遺物がなく不明であるが、これまでの周辺の調査成果を参考にすると、

概ね古代から中世の範疇に収まると見られる。
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